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労働価値論を国際貿易に適用する＊






























































ことを示すためである」（Viner,1937, p.483, 訳463ページ, p.493, 訳472―473ページも参照）。し
かし，ヴァイナーは実質費用と貨幣生産費の比例性という問題について納得いく解答を与えるこ
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とはできず，実質費用を保持する正当性について，次のような主張にとどまらざるを得なかった。






































































































































































































生産者 固定資本 雇用労働者 流動資本 利潤率 利潤 価格
製造業者
一年目 なし １００人 ５０００ポンド １０％ ５００ポンド ５５００ポンド







一年目 なし 100人 5000ポンド 10％ 500ポンド 5500ポンド
二年目 なし 100人 5000ポンド 10％ 500ポンド 5500ポンド

























































































まず，「18世紀ルール」（the eighteenth century rule）あるいは「特化の古典派ルール」（the












































表2 リカードウにおける four magic numbers
a単位のワインの生産に必要な労働量 b単位の服地の生産に必要な労働量
ポルトガル 80 90
イ ギ リ ス 120 100
































































イ ギ リ ス 120労働→50ポンド 100労働→45ポンド
































































るのが両国における貨幣価値の相違である。それゆえリカードウは specie flow mechanismを論
ずる部分で「世界の異なった国々における貨幣の比較価値」（the comparative value of money in
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ポルトガル 80 90 1単位のワイン＝89単位の服地

















































上記の章句における「貨幣の相対的価値」（der relative Wert des Geldes, the relative value of
money）とは各国の貨幣の価値のことであり，「違った国々での貨幣価値の相対的相違」（dieser
relativen Verschiedenheit des Geldwertes in verschieden Ländern, relative differences of the
value of money in different countries）（ebd. S.584, 訳23（b）,720ページ）とも表現されている。
これはリカードウの言う「世界の異なった国々における貨幣の比較価値」（the comparative value






















































A 国 20労働 40労働 3 1労働 金20ｇ 金40ｇ
B国 90労働 60労働 1 3労働 金30ｇ 金20ｇ
（出所）木下（1963）167ページ。




























































































































































































































簡, Works, VII, p.186）。
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戻りしたといえるのではなかろうか」（木下,1961,141ページ）。
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